
1 

 

第
十
七
回
お
の
み
ち
文
学
三
昧 

研
究
発
表
会 

令
和
七
年
十
二
月
六
日(

土) 

於 

し
ま
な
み
交
流
館 

『
太
平
百
物
語
』
に
お
け
る
幽
霊
の
特
徴―

『
伽
婢
子
』
と
の
比
較
を
中
心
に―

 

芸
術
文
化
学
部
日
本
文
学
科
三
年 

二
〇
二
三
二
〇
一
五 

金
光
七
穂 

 

【
発
表
要
旨
】 

夜
に
人
々
が
交
代
で
怪
談
を
語
り
百
本
の
蝋
燭
を
一
話
ご
と
消
し
て
い
く
百
物
語
怪
談
会
は
、
最
後
の

蝋
燭
を
消
し
た
時
に
何
か
が
現
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
百
物
語
怪
談
会
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
百
物
語

は
近
世
で
多
く
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
様
々
な
怪
異
が
登
場
す
る
が
、
本
発
表
で
は
特
に
幽
霊
に
注
目
し

た
。 百

物
語
作
品
の
中
で
足
の
な
い
幽
霊
が
登
場
す
る
の
は
『
太
平
百
物
語
』
が
始
め
で
あ
り
、
他
の
百
物
語

で
は
幽
霊
の
足
の
有
無
に
関
す
る
記
述
が
全
く
な
い
も
の
や
、
挿
絵
で
は
幽
霊
の
足
が
明
確
に
描
か
れ
て

い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
『
太
平
百
物
語
』
に
収
録
さ
れ
る
「
十
作
ゆ
う
れ
ひ
に
頼
ま

れ
し
事
」
と
「
三
郎
兵
衛
が
先
妻
ゆ
う
れ
い
と
な
り
来
た
り
し
事
」
の
二
話
に
注
目
し
、『
太
平
百
物
語
』

の
幽
霊
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

本
発
表
を
と
お
し
て
『
太
平
百
物
語
』
の
幽
霊
話
は
『
剪
燈
新
話
』
や
『
伽
婢
子
』
か
ら
一
途
な
愛
情
を

持
つ
幽
霊
話
の
特
徴
を
受
け
継
い
で
お
り
、
ま
た
『
太
平
百
物
語
』
の
足
の
な
い
幽
霊
は
百
物
語
以
外
か
ら

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

【
発
表
次
第
】 

一
、
研
究
テ
ー
マ
と
先
行
研
究 

（
一
）
研
究
テ
ー
マ 

（
二
）
先
行
研
究 

二
、
作
品
梗
概 

三
、『
太
平
百
物
語
』
幽
霊
比
較 

(

一)

『
太
平
百
物
語
』
と
『
伽
婢
子
』
の
比
較 

(

二)

足
の
な
い
幽
霊 

四
、
ま
と
め 

五
、
今
後
の
課
題 

六
、
参
考
文
献 
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一
、
研
究
テ
ー
マ
と
先
行
研
究 

(

一)

研
究
テ
ー
マ 

○
百
物
語
作
品
（
上
段
） 

 

※
下
段
の
『
伽
婢
子
』
は
百
物
語
作
品
で
は
な
い
。 

・
一
六
五
九
年(

万
治
二
年)…
『
百
物
語
』 

・
一
六
七
七
年(

延
宝
五
年)…

『
諸
国
百
物
語
』 

・
一
六
八
六
年(

貞
享
三
年)…

『
百
物
語
評
判
』 

・
一
六
九
二
年(

元
禄
五
年)…

『
諸
国
新
百
物
語
』 

・
一
七
〇
一
年(

元
禄
十
四
年)…

『
好
色
百
物
語
』 

・
一
七
〇
六
年(

宝
永
三
年)…

『
御
伽
百
物
語
』 

・
一
七
三
二
年(

享
保
十
七
年)…

『
太
平
百
物
語
』 

・
一
七
五
一
年(

寛
延
四
年)…

『
古
今
百
物
語
』 

・
一
七
五
一
年(

宝
暦
元
年)…

『
万
世
百
物
語
』 

・
一
七
六
二
年(

宝
暦
十
二
年)…

『
当
世
百
物
語
』 

・
一
七
六
七
年(

明
和
四
年)…

『
新
説
百
物
語
』 

・
一
七
七
〇
年(

明
和
七
年)…

『
近
世
百
物
語
』 

・
宝
暦
年
間…

『
花
実
百
物
語
』 

・
明
和
年
間…

『
実
説
百
物
語
』 

・
刊
行
年
不
明
『
聖
泰
百
物
語
』 

・
刊
行
年
不
明
『
近
代
百
物
語
』 

（
出
版
不
明…

刊
行
予
告
は
あ
る
が
出
版
未
詳
。） 

・
出
版
不
明…

『
文
武
百
物
語
』 

・
出
版
不
明…

『
野
傾
百
物
語
』 

・
出
版
不
明…

『
拾
遺
百
物
語
』 

 

右
に
示
し
た
百
物
語
作
品
は
太
刀
川
氏
（
※
注
一
）
が
列
挙
し
て
い
た
も
の
を
参
考
に
し
た
。
こ
れ
ら
の

作
品
の
中
で
も
特
に
『
太
平
百
物
語
』
と
『
伽
婢
子
』
に
注
目
す
る
。 

三
頁
の
表
は
、
題
ま
た
は
文
章
中
に
幽
霊(

平
仮
名
表
記
も
含
む)

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
勘
違

い
・
間
違
い
と
し
て
登
場
し
た
幽
霊
で
は
な
く
、
物
語
中
で
本
当
に
幽
霊
と
認
識
さ
れ
て
い
る
話
の
み
を
ま

と
め
た
も
の
。
資
料
四
頁
に
は
百
物
語
作
品
で
み
ら
れ
た
幽
霊
画
を
載
せ
、
幽
霊
を
赤
い
矢
印
で
指
し
て
い

る
。 

 

※
注
一 

太
刀
川
清
『
近
世
怪
異
小
説
研
究
』(

笠
間
書
院
、
一
九
七
九
年) 

 

・
一
六
六
六
年(

寛
文
六
年)…

『
伽

お
と
ぎ

婢ぼ
う

子こ

』 
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『

御

伽

百
物
語
』 

『

好

色

百
物
語
』 

『

諸

国

百
物
語
』 

作
品
名 

巻
三
「
五
道
冥
管
」 

巻
四
「
死
霊
後
妻
を
喰
殺
す
事
」 

巻
四
「
を
ん
な
の
幽
霊
男
の
も
と
へ
通
事
」 

巻
五
「
十
四 

栗
田
左
衛
門
介
が
女
ば
う

死
し
て
相
撲
を
取
り
に
来
た
る
事
」 

巻
四
「
十
三 

嶋
津
藤
四
郎
が
女
ば
う
の

幽
霊
の
事
」 

巻
四
「
七 

筑
前
の
国
三
太
夫
と
云
ふ
人

幽
霊
と
ち
ぎ
り
し
事
」 

巻
四
「
一 

端
井
弥
三
郎
幽
霊
を
舟
渡
し

せ
し
事
」 

巻
二
「
十
六 
吉
利
支
丹
宗
門
の
者
の
幽

霊
の
事
」 

巻
一
「
十
七 

本
能
寺
七
兵
衛
が
妻
の
幽

霊
の
事
」 

巻 

足
あ
り 

記
述
な
し 

記
述
な
し 

足
あ
り 

記
述
な
し 

記
述
な
し 

足
あ
り 

足
あ
り 

足
あ
り 

足
の
有
無 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 ① 

×
(

そ
も
そ
も
男
女
の
関
係
が

な
い) 

×

（
後
妻
打
ち
） 

×
 

×

（
後
妻
打
ち
） 

×
 

×
 

×

（
後
妻
打
ち
） 

×
(

そ
も
そ
も
男
女
の
関
係
が

な
い) 

×
 ② 

 

『

近

代

百
物
語
』 

『

新

説

百
物
語
』 

『

古

今

百
物
語
』 

『
太
平
百

物
語
』 

巻
五
「
一 

巡
る
む
く
ひ
の
車
の
轍
」 

巻
二
「
三 

箱
根
山
幽
霊
酒
屋
」 

巻
四
「
沢
田
源
四
郎
幽
霊
を
と
ぶ
ら
ふ
事
」 

巻
二
「
幽
霊
昼
に
出
で
し
事
」 

巻
三
「
女
智
略
之
敵
打
」 

巻
四
「
三
十
五 

三
郎
兵
衛
が
先
妻
ゆ
う
れ

い
と
な
り
来
た
り
し
事
」 

巻
二
「
十
四 

十
作
ゆ
う
れ
ひ
に
頼
ま
れ
し

事
」 

曖
昧
な
足

の
描
写 

記
述
な
し 

記
述
な
し 

記
述
な
し 

足
あ
り 

足
な
し 

足
な
し 

     

○ ○ 

     

○
（
後
妻
打
ち
に
な
ら
な
い
） 

×

（
後
妻
打
ち
） 

 

表
は
幽
霊
の
足
の
有
無
、
お
よ
び
資
料
六
～
七
頁
で
詳
述
す
る
特
徴
①
（
幽
霊
に
子
供
が
い
る
。
）、
②
（
夫
が
他
の

女
性
と
も
関
係
を
持
っ
て
い
る
が
後
妻

う
わ
な
り

打う

ち
の
展
開
に
は
な
ら
な
い
。
）
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
。 
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『
諸
国
百
物
語
』「
吉
利
支
丹
宗
門
の
者
の
幽
霊

の
事
」 

『
諸
国
百
物
語
』
「
栗
田
左
衛
門
介
が
女
ば
う

死
し
て
相
撲
を
取
り
に
来
た
る
事
」 

『
太
平
百
物
語
』「
三
郎
兵
衛
が
先
妻
ゆ
う
れ
い

と
な
り
来
た
り
し
事
」 

『
近
代
百
物
語
』
「
巡
る
む
く
ひ
の
車
の
轍
」 

『
新
説
百
物
語
』「
沢
田
源
四
郎
幽
霊
を
と
ぶ
ら
ふ

事
」 

『
御
伽
百
物
語
』
「
五
道
冥
管
」 

『
諸
国
百
物
語
』
「
端
井
弥
三
郎
幽
霊
を
舟
渡
し

せ
し
事
」 

<

幽
霊
画
の
引
用>

 

・
太
刀
川
清
『
百
物
語
怪
談
集
成
』(

株
式
会
社
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
七
年) 

・
太
刀
川
清
『
続
百
物
語
怪
談
集
成
』(

株
式
会
社
国
書
刊
行

会
、
一
九
九
三
年) 
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（
二
）
先
行
研
究 

○
諏
訪
春
雄
『
日
本
の
幽
霊
』(

岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年) 

「
足
の
な
い
幽
霊
を
描
く
も
っ
と
も
古
い
資
料
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
寛
文
十
三
年(

一
六
七
三)

刊
行
の
古 

浄
瑠
璃
『
花
山
院
き
さ
き
あ
ら
そ
ひ
』
で
あ
る
。」 

○
太
刀
川
清
『
近
世
怪
異
小
説
研
究
』(

笠
間
書
院
、
一
九
七
九
年) 

・
序
文
と
各
話
の
教
訓
的
叙
述
か
ら
『
太
平
百
物
語
』
は
伽
婢
子
系
と
百
物
語
系
を
併
合
し
た
作
品
で
あ
る
。

『
太
平
百
物
語
』
と
は
ま
さ
に
百
物
語
に
し
て
伽
婢
子
系
の
怪
異
小
説
で
あ
っ
た
。
序
文
の
よ
う
な
教
訓

的
内
容
は
各
話
の
文
に
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
罪
の
な
い
狐
に
石
を
投
げ
つ
け
た
人
間
が
狐
に
仕
返
し

を
さ
れ
る
こ
と
で
後
悔
を
す
る
話
や
、
貪
欲
な
医
者
が
狐
の
仕
業
と
も
知
ら
ず
に
薬
の
材
料
欲
し
さ
に

石
仏
を
治
療
さ
せ
ら
れ
て
改
心
す
る
話
な
ど
は
怪
事
で
非
道
や
貪
欲
な
根
性
を
戒
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。(

発
表
者
要
約) 

○
太
刀
川
清
「
『
伽
婢
子
』
の
創
作
意
図
」(

『
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
二
号
、
一
九
七
七
年
一
二
月) 

・
『
伽
婢
子
』
は
『
剪
燈
新
話
』
の
翻
案
が
十
八
話
あ
る
。
ま
た
『
剪
燈
新
話
』
に
よ
っ
た
『
伽
婢
子
』
の

幽
霊
話
の
作
者
で
あ
る
浅
井
了
意
が
典
拠
を
変
更
し
た
部
分
と
し
て
、
幽
霊
が
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
や

生
前
の
あ
り
し
日
の
姿
で
現
れ
る
と
い
う
幽
霊
と
再
生
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
了
意
の
幽
霊
へ
の
解
釈

へ
の
一
つ
で
あ
る
。(

発
表
者
要
約) 

○
高
岡
弘
幸
『
幽
霊 

近
世
都
市
が
生
み
出
し
た
化
物
』(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年) 

「
応
挙
が
生
ま
れ
る
一
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
太
平
百
物
語
』
巻
二
の
一
四
『
十
作
ゆ
う
れ
ひ
に
頼
ま
れ
し 

事
』
で
も
、
『
腰
よ
り
下
は
な
く
し
て
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
検
討
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
一 

七
世
紀
後
半
頃
か
ら
、
幽
霊
の
『
足
』
が
お
ぼ
ろ
に
霞
ん
だ
り
、
見
え
な
く
な
っ
た
の
は
ま
ず
間
違
い
の
な 

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。」 

 

先
行
研
究
で
は
幽
霊
の
足
の
有
無
に
関
し
て
百
物
語
作
品
を
取
り
上
げ
て
の
検
討
は
あ
ま
り
進
ん
で
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
太
刀
川
氏
は
『
太
平
百
物
語
』
が
『
伽
婢
子
』
か
ら
教
訓
的
内
容
を
受
け
継

い
で
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
『
伽
婢
子
』
が
『
太
平
百
物
語
』
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
幽
霊
の
視
点
か
ら
の
共
通
点
も
述
べ
て
い
な
い
た
め
、
本
発
表
で
は

以
下
二
つ
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。 

（
ａ
）
幽
霊
を
軸
と
し
た
『
太
平
百
物
語
』
と
『
伽
婢
子
』
の
関
係
性
。 

（
ｂ
）
『
太
平
百
物
語
』
の
足
の
な
い
幽
霊
は
ど
こ
か
ら
影
響
を
受
け
た
か
。 

 

二
、
作
品
梗
概 

○
管
生
堂
人
作
・
高
木
貞
武
画
『
太
平
百
物
語
』 

一
七
三
二
年(

享
保
一
七
年)

に
刊
行
。
五
巻
五
十
話
を
収
め
た
作
品
。 
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[
梗
概] 

・
巻
二
「
十
四 

十
作
ゆ
う
れ
ひ
に
頼
ま
れ
し
事
」 

大
坂
の
町
で
毎
夜
幽
霊
が
出
る
と
噂
が
あ
っ
た
。
あ
る
夜
に
十
作
と
い
う
者
が
そ
こ
を
通
っ
た
。
す
る
と

背
後
か
ら
呼
び
か
け
る
女
の
声
が
し
た
か
ら
振
り
返
っ
た
が
、
誰
も
い
な
か
っ
た
。
ま
た
少
し
行
く
と
、
再

び
呼
び
止
め
ら
れ
る
の
で
立
ち
止
ま
り
よ
く
見
る
と
、
二
十
歳
程
度
の
青
ざ
め
た
女
の
姿
が
あ
っ
た
。
腰
か

ら
下
は
な
く
、
髪
を
乱
し
て
さ
め
ざ
め
と
泣
い
て
い
た
。
十
作
は
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
な
ぜ
呼
び
止
め
る
の

か
聞
く
と
、
女
は
「
私
は
こ
の
辺
り
の
者
で
、
嫉
妬
の
た
め
に
奥
方
に
殺
さ
れ
た
。
そ
の
恨
み
が
晴
れ
ず
毎

夜
人
に
呼
び
か
け
る
が
、
皆
私
の
姿
に
恐
れ
る
ば
か
り
。
し
か
し
あ
な
た
は
答
え
て
く
れ
た
。
私
は
腹
に
子

が
い
て
、
そ
の
子
が
い
ま
だ
に
死
な
ず
、
腹
が
苦
し
く
て
な
ら
な
い
。
あ
な
た
の
刀
で
、
私
の
腹
を
切
っ
て

く
れ
。
」
と
言
う
。
さ
す
が
の
十
作
も
こ
れ
に
は
気
味
悪
く
な
り
断
ろ
う
と
し
た
が
、
女
が
願
い
を
叶
え
て

く
れ
な
い
と
害
を
な
す
と
い
う
の
で
、
十
作
は
腹
を
切
っ
て
や
っ
た
。
す
る
と
「
嬉
し
や
。
本
望
が
叶
っ
た
。
」

と
い
う
喜
び
の
声
と
と
も
に
、
女
の
姿
は
消
え
失
せ
た
。 

 

・
巻
四
「
三
十
五 

三
郎
兵
衛
が
先
妻
ゆ
う
れ
い
と
な
り
来
た
り
し
事
」 

河
内
の
国
に
三
郎
兵
衛
と
い
う
百
姓
が
い
た
。
夫
婦
の
仲
も
良
く
共
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
妻
の
容
態
が

悪
く
な
り
次
第
に
重
篤
と
な
る
。
そ
し
て
妻
は
、「
私
が
死
ん
だ
後
に
は
後
妻
を
娶
っ
て
、
子
供
を
守
り
育

て
て
こ
の
家
を
継
が
せ
よ
」
と
言
い
残
し
死
ん
で
し
ま
う
。
三
郎
兵
衛
は
妻
の
遺
言
の
哀
れ
さ
に
一
人
で
子

供
を
育
て
る
が
、
次
第
に
周
り
か
ら
後
妻
を
す
す
め
ら
れ
る
。
三
郎
兵
衛
は
中
々
承
知
し
な
か
っ
た
が
、
子

供
の
こ
と
を
想
っ
て
後
妻
を
娶
っ
た
。
さ
て
祝
言
の
儀
式
を
行
う
が
、
三
郎
兵
衛
が
縁
側
か
ら
座
敷
に
入
ろ

う
と
し
た
時
、
ふ
と
軒
の
方
を
見
れ
ば
死
ん
だ
妻
が
座
敷
の
様
子
を
見
て
い
た
。
三
郎
兵
衛
は
驚
き
、
「
さ

て
は
妻
は
ま
だ
成
仏
し
て
お
ら
ず
、
後
妻
を
入
れ
よ
と
勧
め
て
お
き
な
が
ら
、
嫉
妬
の
念
か
ら
祝
言
を
妬
み

来
て
い
る
の
だ
」
と
思
い
座
敷
の
中
に
入
る
。
そ
の
夜
に
三
郎
兵
衛
は
後
妻
に
先
妻
の
幽
霊
を
見
た
こ
と
を

語
り
、
後
妻
に
害
を
な
す
前
に
す
ぐ
に
家
を
出
る
よ
う
に
言
う
。
後
妻
は
三
郎
兵
衛
の
急
な
話
に
う
つ
む
い

て
い
た
。
俄
か
に
気
色
と
声
が
変
わ
っ
た
か
と
思
う
と
、
先
妻
が
後
妻
に
乗
り
移
り
「
私
は
後
妻
を
早
く
入

れ
な
い
か
と
、
毎
夜
こ
の
座
敷
の
縁
先
ま
で
子
の
安
否
を
見
に
来
て
い
た
。
そ
し
て
今
宵
後
妻
を
迎
え
入
れ

る
様
を
見
て
嬉
し
く
思
っ
た
。
ど
う
し
て
嫉
妬
の
心
を
抱
こ
う
か
。
必
ず
こ
の
女
性
と
良
き
夫
婦
に
な
り
子

を
守
れ
。
私
に
は
月
毎
の
忌
日
を
忘
れ
ず
に
弔
う
よ
う
に
し
て
く
れ
。」
と
言
い
残
し
、
後
妻
の
身
か
ら
離

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
は
後
妻
と
再
び
夫
婦
の
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
後
妻
は
子
を
大
切
に
育
て
、
亡
き
妻
の

幽
霊
が
来
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。 

 

三
、『
太
平
百
物
語
』
幽
霊
比
較 

(

一)

『
太
平
百
物
語
』
と
『
伽
婢
子
』
の
比
較 

〇
『
太
平
百
物
語
』「
十
四 

十
作
ゆ
う
れ
ひ
に
頼
ま
れ
し
事
」
と
「
三
十
五 

三
郎
兵
衛
が
先
妻
ゆ
う
れ

い
と
な
り
来
た
り
し
事
」
の
特
徴
を
挙
げ
た
。『
太
平
百
物
語
』
以
前
の
他
百
物
語
作
品
に
は
次
の
①
②
の

特
徴
が
み
ら
れ
な
い
た
め
（
三
頁
の
表
参
照
）、
以
下
の
二
つ
の
視
点
を
取
り
上
げ
る
。 
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<
特
徴>

 

①
幽
霊
に
子
供
が
い
る
。 

・
「
わ
が
腹
に
子
を
や
ど
り
し
が
、
死
せ
ず
し
て
胎
内
甚
だ
く
る
し
。
」(

「
十
四 

十
作
ゆ
う
れ
ひ
に
頼
ま

れ
し
事
」) 

・「
三
郎
兵
衛
は
妻
が
遺
言
の
不
便
さ
に
、
取
り
分
き
一
子
を
い
た
は
り
育
て
け
る
」(

「
三
十
五 

三
郎
兵

衛
が
先
妻
ゆ
う
れ
い
と
な
り
来
た
り
し
事
」) 

 

②
夫
が
他
の
女
性
と
も
関
係
を
持
っ
て
い
る
が
後
妻
打
ち
の
展
開
に
は
な
ら
な
い
。 

・
後
妻

う
わ
な
り

打う

ち…

本
妻
が
後
妻
に
嫉
妬
し
て
後
妻
を
乱
暴
に
扱
う
こ
と
。 

・「
一
子
の
為
と
思
ふ
よ
り
、
ぜ
ひ
な
く
後
妻
を
定
め
け
る
」(

「
三
十
五 

三
郎
兵
衛
が
先
妻
ゆ
う
れ
い
と

な
り
来
た
り
し
事
」) 

※
「
十
四 

十
作
ゆ
う
れ
ひ
に
頼
ま
れ
し
事
」
の
話
に
つ
い
て
は
、
後
妻
打
ち
の
展
開
に
な
っ
て
い
る
。 

 

 

『
太
平
百
物
語
』
の
幽
霊
話
二
話
で
は
足
の
な
い
こ
と
以
外
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
①
の
幽
霊
に
子
供
が

い
る
点
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
②
の
特
徴
に
つ
い
て
は
「
三
十
五 

三
郎
兵
衛
が
先
妻
ゆ
う
れ
い
と
な
り
来

た
り
し
事
」
の
み
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
が
、『
太
平
百
物
語
』
以
前
の
百
物
語
作
品
は
三
頁
の
表
の
よ

う
に
夫
が
他
の
女
性
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
後
妻
打
ち
の
展
開
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
特
に
際
立

つ
特
徴
と
言
え
る
。 

 

〇
『
伽
婢
子
』
と
『
太
平
百
物
語
』
①
②
の
特
徴
比
較 

・
『
伽
婢
子
』 

江
戸
前
期
の
仮
名
草
子
。
浅
井
了
意
作
。
一
六
六
六
年
（
寛
文
六
）
刊
。
六
十
八
話
か
ら
成
る
短
編
小
説

集
で
、
中
国
文
学
に
構
想
を
借
り
た
翻
案
小
説
で
あ
る
。 

 <

『
伽
婢
子
』
と
①
②
に
つ
い
て>

 

八
～
九
頁
の
表
は
幽
霊
が
登
場
す
る
話
の
み
を
ま
と
め
た
も
の
。
典
拠
に
つ
い
て
は
江
本
裕
『
伽
婢
子
１
』

(

平
凡
社
、
一
九
八
七
年)

・
江
本
裕
『
伽
婢
子
２
』(

平
凡
社
、
一
九
八
八
年)

を
参
考
に
し
た
。 
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巻
七
「
死
亦
契
」 

巻
七
「
中
有
魂
形
化

契
」 

巻
六
「
遊
女
宮
木

野
」 

巻
五
「
原
隼
人
佐
鬼

胎
」 

巻
五
「
幽
霊
評
二

諸

将
一

」 

巻
四
「
幽
霊
逢
レ

夫

話
」 

巻
三
「
牡
丹
灯
篭
」 

巻
二
「
真
紅
撃
帯
」 

巻 

×
 

×
 

×
 ○ 

×
 ○ 

×
 

×
 ① 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 ○ ○ ② 

②
幽
霊
と
な
っ
た
女
と
別
れ
た
後
は
出

家
し
て
二
度
と
山
か
ら
出
な
か
っ
た
。 

②
男
は
女
が
幽
霊
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
変
わ
ら
な
い
愛
情
を
持
つ
。
女
が

消
え
た
後
は
恋
焦
が
れ
て
死
ん
で
し
ま

う
。 

②
女
は
貞
節
を
守
る
た
め
に
自
死
す

る
。
そ
の
後
男
子
に
生
ま
れ
変
わ
る
た

め
男
に
会
い
に
来
る
よ
う
に
伝
え
る
。 

①
幽
霊
と
な
っ
た
後
に
子
供
を
産
む
。 

②
男
は
他
の
女
と
関
係
を
持
た
な
い
。 

幽
霊
は
男
で
男
女
の
関
係
は
な
い
。 

①
女
が
生
き
て
い
る
間
に
子
供
を
産

む
。 

②
男
は
他
の
女
と
関
係
を
持
た
な
い
。

女
も
死
ん
だ
後
に
他
の
男
と
関
係
を
持

た
な
い
。
ま
た
二
人
は
再
び
契
り
を
結

ぶ
約
束
を
す
る
。 

②
男
が
死
ん
だ
後
、
女
と
手
を
つ
な
ぎ

一
緒
に
歩
く
男
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
し

か
し
女
の
幽
霊
が
男
に
害
を
与
え
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。 

②
男
は
死
ん
だ
女
の
妹
と
も
関
係
を
持

つ
が
後
妻
打
ち
の
展
開
に
は
な
ら
な

い
。
男
と
契
り
を
交
わ
す
時
の
妹
は
本

当
は
死
ん
だ
妻
で
あ
っ
た
。 

 

備
考 

『
霊
鬼
志
』
「
柳
参
軍
」 

『
霊
鬼
志
』
「
王
元
之
」 

『
剪
燈
新
話
』
巻
三
「
愛
卿

伝
」 

『
中
朝
故
事
』
「
代
説
鄭

畋
」(

典
拠
に
つ
い
て
検
討

の
余
地
あ
り
。) 

『
剪
燈
新
話
』
巻
四
「
龍
堂

霊
会
録
」 

『
霊
鬼
志
』
「
唐
晅
」 

 

『
剪
燈
新
話
』
巻
二
「
牡
丹

燈
記
」 

『
剪
燈
新
話
』
巻
一
「
金
鳳

釵
記
」 

典
拠 
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『
太
平
百
物
語
』
の
二
話
に
み
ら
れ
る
①
②
の
特
徴
は
『
伽
婢
子
』
で
は
一
部
の
み
に
み
ら
れ
た
。『
伽

婢
子
』
の
幽
霊
話
で
は
そ
も
そ
も
男
が
他
の
女
と
関
係
を
持
つ
話
が
少
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
男
女
共
に
一

途
に
想
い
合
う
内
容
の
も
の
が
見
ら
れ
、
作
者
が
一
途
な
男
女
関
係
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
『
伽
婢
子
』
で
は
女
が
死
に
、
幽
霊
と
な
っ
て
男
の
所
に
来
る
こ
と
で
、
死
後
の
世
界
で
も
夫
婦
と
な
る

約
束
を
す
る
と
い
う
話
の
展
開
が
見
ら
れ
た
。 

巻
十
三
「
幽
鬼
嬰
児

に
乳
す
」 

巻
十
二
「
幽
霊
書
を

父
母
に
つ
か
は
す
」 

巻
十
「
祈
て
幽
霊
に

契
る
」 

巻
九
「
金
閣
寺
の
幽

霊
に
契
る
」 

巻
八
「
幽
霊
出
て
僧

に
ま
み
ゆ
」 

巻
八
「
哥
を
媒
と
し

て
契
」 

巻 

○ 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 ① 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 ② 

①
女
が
死
ぬ
前
に
産
ま
れ
た
子
供
。 

②
死
ん
だ
女
が
幽
霊
と
な
っ
て
子
供
の

世
話
を
し
に
来
る
。
男
も
初
め
は
驚
い
た

が
、
そ
の
後
は
夜
も
語
り
明
か
す
ほ
ど
む

つ
ま
じ
く
な
る
。 

②
死
ん
だ
後
も
一
緒
に
い
る
男
女
。 

②
あ
の
世
で
会
う
約
束
を
す
る
。 

②
女
が
幽
霊
と
知
り
な
が
ら
共
に
暮
ら

す
。
女
と
別
れ
た
後
は
二
度
と
妻
を
求
め

な
か
っ
た
。 

幽
霊
は
男
で
男
女
の
関
係
は
な
い
。 

②
女
は
貞
節
を
守
る
た
め
に
殺
さ
れ
る
。

男
は
幽
霊
と
な
っ
た
女
と
再
会
し
て
、
別

れ
た
後
は
発
心
し
て
山
に
こ
も
る
が
病

で
死
ん
で
し
ま
う
。 

備
考 

『
鉄
圍
山
叢
談
』
「
河
中
有
姚

氏
云
々
」 

『
剪
燈
新
話
』
巻
三
「
翠
翠
伝
」 

『
才
鬼
記
』
「
曾
季
衡
」 

『
剪
燈
新
話
』
巻
二
「
滕
穆
酔

遊
二

聚
景
園
一

記
」 

『
曾
呂
里
物
語
』
巻
二
「
行
の

達
し
た
る
僧
に
は
必
し
る
し

有
事
」 

『
金
鰲
新
話
』
第
二
「
李
生
窺

墙
伝
」 

 

典
拠 
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<
相
違
点>

 
『
太
平
百
物
語
』
の
幽
霊
と
大
き
く
異
な
る
の
は
『
伽
婢
子
』
の
幽
霊
に
は
足
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
十

～
十
一
頁
に
『
伽
婢
子
』
の
幽
霊
画
を
載
せ
た
。
赤
い
矢
印
は
幽
霊
を
指
し
て
い
る
。 

                                 

 

「
牡
丹
灯
篭
」 

 

「
幽
霊
逢
レ

夫
話
」 

 

 

「
幽
霊
評
二

諸
将
一

」 

「
遊
女
宮
木
野
」 

 

「
原
隼
人
佐
鬼
胎
」 
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「
幽
霊
出
て
僧
に
ま
み
ゆ
」 

 

「
金
閣
寺
の
幽
霊
に
契
る
」 

 

「
中
有
魂
形
化
契
」 

 

「
祈
て
幽
霊
に
契
る
」 

「
幽
鬼
嬰
児
に
乳
す
」 

 

 

「
幽
霊
書
を
父
母
に
つ
か
は
す
」 

<

幽
霊
画
引
用>

 

・
江
本
裕
『
伽
婢
子
１
』(

平
凡
社
、
一
九
八
七
年) 

・
江
本
裕
『
伽
婢
子
２
』(

平
凡
社
、
一
九
八
八
年) 

「
中
有
魂
形
化
契
」 
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〇
『
伽
婢
子
』
と
『
剪
燈
新
話
』 

 
『
伽
婢
子
』
幽
霊
話
の
典
拠
と
し
て
六
話
と
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
『
剪
燈
新
話
』
に
注
目
し
、
九

頁
で
述
べ
た
『
伽
婢
子
』
に
み
ら
れ
る
一
途
な
男
女
を
『
剪
燈
新
話
』
と
比
較
し
な
が
ら
、
本
文
を
引
用
し

た
。『
伽
婢
子
』
は
（
※
注
一
）
か
ら
、『
剪
燈
新
話
』
は
（
※
注
二
）
よ
り
引
用
し
た
。 

・
『
伽
婢
子
』
巻
九
「
金
閣
寺
の
幽
霊
に
契
る
」 

【
男
】 

 

幽
霊
で
あ
る
女
と
別
れ
る
場
面
と
そ
の
後
の
様
子
。 

 
 

む
ね
こ
が
れ
、
身
も
だ
え
て
、
か
な
し
き
事
か
ぎ
り
な
く
、
血
の
涙
を
な
が
し
て
し
た
へ
共
か
な
は
ず
。

(

中
略)

官
職
を
辞
退
し
て
、
独
り
さ
び
し
き
床
に
お
き
ふ
し
、
た
ゞ
此
人
の
面
影
の
み
、
立
は
な
れ
ず
、

な
げ
き
に
し
づ
み
侍
べ
り
し
が
、
二
た
び
妻
を
も
も
と
め
ず
、
小
原
の
お
く
に
引
こ
も
り
、
つ
ゐ
に
そ

の
終
る
所
を
し
ら
ず
。 

【
女
】 

 

男
と
別
れ
る
場
面
。 

 
 

今
は
縁
つ
き
侍
べ
れ
ば
、
別
れ
を
と
り
ま
い
ら
す
る
也
。
も
し
又
こ
れ
を
か
な
し
み
て
、
し
ゐ
て
こ
ゝ

に
と
ゞ
ま
り
な
ば
冥
府
の
と
が
め
も
い
か
な
ら
ん
。
君
を
さ
へ
な
や
ま
し
侍
べ
ら
ん
わ
ざ
は
ひ
か
な

ら
ず
遠
か
る
ま
じ
」
と
て
、
た
が
ひ
に
涙
を
な
が
し
つ
ゝ
、
た
も
と
も
袖
も
し
ぼ
り
け
り
。(

中
略)

女

房
立
あ
が
り
蒔
画
の
は
こ
に
香
炉
を
い
れ
て
、「
こ
れ
は
こ
の
ほ
ど
の
形
見
と
も
見
た
ま
へ
」
と
て
、

な
く
〳
〵
別
れ
て 

 

・
『
剪
燈
新
話
』
巻
二
「
滕
穆
酔
遊
二

聚
景
園
一

記
」 

【
男
】 

 

幽
霊
で
あ
る
女
と
別
れ
る
場
面
と
そ
の
後
の
様
子
。 

 
 

遂
に
袂
を
分
か
ち
て
去
る
も
、
然
れ
ど
も
猶
ほ
頻
頻
と
回
顧
し
、
良
久
し
う
し
て
始
め
て
滅
す
。
生
は

大
い
に
慟
き
て
返
る
。(

中
略)

生
は
独
り
旅
邸
に
居
り
て
、
配
耦
を
喪
ふ
が
如
し
。
試
期
既
に
迫
る
も
、

亦
た
心
の
院
に
入
る
無
く
、
惆
悵
と
し
て
帰
る
。
親
党
其
の
故
を
問
ふ
に
、
始
め
て
具
さ
に
之
を
述
べ
、

衆
咸
嘆
異
す
。
生
は
後
終
身
娶
ら
ず
、
雁
蕩
山
に
入
り
て
薬
を
採
り
、
遂
に
復
た
還
ら
ず
。(

「
遂
分

レ

袂
而
去
、
然
猶
頻
頻
回
顧
、
良
久
始
滅
。
生
大
慟
而
返
。(

中
略)

生
独
居
二

旅
邸
一

、
如
レ

喪
二

配
耦
一

。

試
期
既
迫
、
亦
無
二

心
入
一レ

院
、
惆
悵
而
帰
。
親
党
問
二

其
故
一

、
始
具
述
レ

之
、
衆
咸
嘆
異
。
生
後
終
身

不
レ

娶
、
入
二

雁
蕩
山
一

採
レ

薬
、
遂
不
二

復
還
一

。
」) 

【
女
】 

 

男
と
別
れ
る
場
面
。 

 
 

妾
は
終
に
君
子
に
事
へ
、
永
く
歓
娯
に
奉
ぜ
ん
と
欲
せ
ず
ん
ば
非
ず
。
然
れ
ど
も
、
程
命
に
限
有
り
、

違
越
す
可
か
ら
ず
。
若
し
更
に
遅
留
す
れ
ば
、
須
ら
く
当
に
戻
を
獲
べ
し
。
妾
に
損
ふ
有
る
も
、
亦
た

将
に
君
に
利
あ
ら
ざ
ら
ん
と
す
。
（
中
略
）
生
と
別
を
為
し
、
御
ゐ
る
所
の
玉
指
環
を
解
き
て
生
の
衣

帯
に
繋
ぎ
て
、
曰
は
く
、
異
日
此
れ
を
見
て
、
旧
情
を
忘
る
る
こ
と
無
か
れ
、
と
。(

「
妾
非
レ

不
レ

欲 

下

終
事
二

君
子
一

、
永
奉
中

歓
娯
上

。
然
而
、
程
命
有
レ

限
、
不
レ

可
二

違
越
一

。
若
更
遅
留
、
須
二

当
獲
一レ

戻 
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有
レ

損
二

於
妾
一

、
亦
将
レ

不
レ

利
二

於
君
一

。(

中
略)

生
為
レ

別
、
解
二

所
レ

御
玉
指
環
一

繋
二

於
生
之
衣
帯 

一

、
曰
、
異
日
見
レ

此
、
無
レ

忘
二

旧
情
一

。」) 

 

右
の
他
『
伽
婢
子
』「
遊
女
宮
木
野
」
と
『
剪
燈
新
話
』
「
愛
卿
伝
」
、『
伽
婢
子
』「
幽
霊
書
を
父
母
に
つ 

か
は
す
」
と
『
剪
燈
新
話
』
「
翠
翠
伝
」
に
お
い
て
も
一
途
な
男
女
を
書
い
た
幽
霊
話
が
確
認
で
き
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
一
途
な
男
女
関
係
を
書
い
た
幽
霊
話
は
『
剪
燈
新
話
』
と
『
伽
婢
子
』
か
ら
『
太
平
百
物
語
』

②
の
特
徴
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

※
注
一 

松
田
修 

渡
辺
守
邦 

花
田
富
二
夫
『
伽
婢
子 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
７
５
』(

岩
波
書
店
、

二
〇
〇
一
年) 

※
注
二 

竹
田
晃 

小
塚
由
博 

仙
石
知
子
『
剪
燈
新
話 

中
国
古
典
小
説
選
８
』(

明
治
書
院
、
二
〇
〇

八
年) 

 

○
『
伽
婢
子
』(

一
六
六
六
年)

～
『
太
平
百
物
語
』(

一
七
三
二
年)

の
間
に
刊
行
さ
れ
た
百
物
語
作
品
に
お

け
る
幽
霊
話
で
の
①
②
の
特
徴
比
較 

・
『
伽
婢
子
』
～
『
太
平
百
物
語
』
間
の
作
品
は
資
料
二
頁
に
挙
げ
た
通
り
だ
が
比
較
に
は
幽
霊
話
が
あ
る

作
品
の
み
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
①
②
の
特
徴
比
較
は
資
料
三
頁
の
表
に
も
ま
と
め
て
い
る
。 

 

・
『
諸
国
百
物
語
』 

①…

な
し 

②…

男
が
他
の
女
性
と
関
係
を
持
つ
場
合
は
後
妻
打
ち
の
展
開
に
な
る
。 

巻
四
「
一 

端
井
弥
三
郎
幽
霊
を
舟
渡
し
せ
し
事
」
、
巻
五
「
十
四 

栗
田
左
衛
門
介
が
女
ば
う
死
し
て

相
撲
を
取
り
に
来
た
る
事
」 

・
『
好
色
百
物
語
』 

①…

な
し 

②…

後
妻
打
ち
の
展
開
に
な
る
。 

巻
四
「
死
霊
後
妻
を
喰
殺
す
事
」 

・
『
御
伽
百
物
語
』 

①…

な
し 

②…

な
し 

 

『
伽
婢
子
』
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
『
太
平
百
物
語
』
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
百
物
語
作
品

で
は
①
②
の
特
徴
を
全
て
満
た
す
話
は
な
か
っ
た
。
特
に
男
が
他
の
女
と
関
係
を
持
つ
場
合
に
は
後
妻
打

ち
の
展
開
に
な
っ
て
い
た
。 
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(
二)
足
の
な
い
幽
霊 

主
に
『
太
平
百
物
語
』
が
刊
行
さ
れ
た
以
前
の
足
の
な
い
幽
霊
が
登
場
す
る
作
品
を
年
代
順
に
並
べ
た
。

ま
た
日
本
で
足
の
な
い
幽
霊
が
初
め
て
登
場
し
た
の
は
『
花
山
院
后
諍
』
で
あ
る
こ
と
は
諏
訪
氏
が
述
べ
て

い
る
。 

〇
日
本
の
足
の
な
い
幽
霊
の
文
献 

・
一
六
七
三
年(

寛
文
十
三
年)…

『
花
山
院
后
諍
』 

→

挿
絵
（
ア
）
花
山
院
の
后
を
め
ぐ
っ
て
藤
壺
と
弘
徽
殿
が
争
う
中
、
怨
霊
と
な
っ
た
藤
壺
が
弘
徽
殿
の
前

に
現
れ
る
場
面
で
の
藤
壺
は
腰
か
ら
下
が
描
か
れ
て
い
な
い
。 

・
一
六
九
〇
年(

元
禄
三
年)…

『
死
霊
解
脱
物
語
聞
書
』 

→

挿
絵
（
イ
）
夫
に
殺
さ
れ
た
累
が
菊
に
憑
り
つ
く
。 

・
一
七
〇
八
年(

宝
永
五
年)…

『
け
い
せ
い
反
魂
香
』 

→

挿
絵
（
ウ
）
狩
野
元
信
は
遠
山
と
い
う
遊
女
と
結
婚
の
約
束
を
す
る
が
元
信
は
銀
杏
の
前
に
気
に
入
ら
れ

結
婚
し
て
し
ま
う
。
元
信
を
思
い
続
け
た
遠
山
は
死
ん
で
も
な
お
幽
霊
と
な
っ
て
元
信
の
も
と
に
い
く
。

挿
絵
は
足
の
な
い
遠
山
の
幽
霊
が
己
の
過
去
の
姿
な
ど
多
数
の
分
身
を
し
て
い
る
。 

・
一
七
一
四
年(

正
徳
四
年)…

『
持
統
天
皇
歌
軍
法
』 

→

挿
絵
（
エ
）
最
後
の
場
面
で
先
祖
の
亡
魂
が
敵
の
前
に
現
れ
る
が
足
の
な
い
幽
霊
と
な
っ
て
い
る
。 

・
一
七
三
二
年(

享
保
十
七
年)…

『
太
平
百
物
語
』 

 

〇
中
国
の
足
の
な
い
幽
霊
の
文
献 

・
一
八
二
〇
年(

文
政
三
年)…

『
野
乃
舎
随
筆
』 

→

『
史
記
』
と
『
五
雑
組
』
を
取
り
上
げ
て
日
本
の
足
の
な
い
幽
霊
の
起
源
は
中
国
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
述
べ
て
い
る
。 

・(

前
九
一
年
完
成
と
さ
れ
る)…

『
史
記
』
「
趙
世
家
第
十
三
」 

→

帯
か
ら
下
が
見
え
な
い
三
人
と
出
会
い
祀
る
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
こ
の
三
人
は
本
文
で
は
三
神
と
表
現

さ
れ
て
い
る
。 

・
一
六
一
九
年(

元
和
五
年)…

『
五
雑
組
』
巻
六
「
幻
術
」 

→

幻
術
に
優
れ
た
人
物
が
死
人
を
呼
び
出
す
と
腰
か
ら
下
は
見
え
な
い
人
が
現
れ
た
。 
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（
ウ
）
『
け
い
せ
い
反
魂
香
』 

（
イ
）
『
死
霊
解
脱
物
語
聞
書
』 

  

（
エ
）『
持
統
天
皇
歌
軍
法
』 

 

（
ア
）
『
花
山
院
后
諍
』 
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<
画
像
引
用
元>

 

（
ア
）<
転
載>

諏
訪
春
雄
『
日
本
の
幽
霊
』(

岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年) 

（
イ
）
高
田
衛
『
近
世
奇
談
集
成
（
一
）』(

国
書
刊
行
会
、
一
九
九
二
年) 

（
ウ
）
鳥
越
文
蔵 
山
根
為
雄 

長
友
千
代
治 

大
橋
正
叔 

阪
口
弘
之
『
近
松
門
左
衛
門
集
③ 

新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
』(
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年) 

（
エ
）
近
松
門
左
衛
門
『
持
統
天
皇
歌
軍
法
』(

早
稲
田
大
学
図
書
館
、
二
〇
二
五
年
十
月
二
十
五
日
閲
覧) 

h
ttp

s://w
w

w
.w

u
l.w

ased
a.ac.jp

/k
o

ten
sek

i/h
tm

l/h
e0

7
/h

e0
7

_
0

3
0

2
9

/in
d

ex.h
tm

l 
 

 

『
太
平
百
物
語
』
が
刊
行
さ
れ
た
以
前
の
年
代
で
も
、
足
の
な
い
幽
霊
が
『
花
山
院
后
諍
』
を
初
め
と
し

て
幾
つ
か
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
百
物
語
作
品
以
外
で
は
足
の
な
い
幽
霊
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
流

れ
に
『
太
平
百
物
語
』
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
花
山
院
后
諍
』『
け
い
せ
い
反
魂
香
』

『
持
統
天
皇
歌
軍
法
』
は
浄
瑠
璃
作
品
で
あ
り
、
足
の
な
い
幽
霊
と
浄
瑠
璃
の
関
係
も
今
後
調
べ
て
い
き
た

い
。 

 

四
、
ま
と
め 

 

本
発
表
で
は
以
下
の
二
つ
に
つ
い
て
考
察
を
し
た
。 

（
ａ
）
幽
霊
を
軸
と
し
た
『
太
平
百
物
語
』
と
『
伽
婢
子
』
の
関
係
性
。 

（
ｂ
）
『
太
平
百
物
語
』
の
足
の
な
い
幽
霊
は
ど
こ
か
ら
影
響
を
受
け
た
か
。 

ま
ず
（
ａ
）
に
つ
い
て
は
、
他
の
百
物
語
作
品
と
比
較
す
る
こ
と
で
『
太
平
百
物
語
』
の
幽
霊
話
の
特
徴

と
し
て
①
②
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
『
伽
婢
子
』
で
は
①
の
特
徴
は
三
話
、
②
の
特
徴
は
二
話
し
か
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
②
に
関
し
て
は
資
料
八
～
九
頁
に
ま
と
め
た
表
の
備
考
部
分
に
『
伽
婢
子
』
は
他
の
女
と

関
係
を
持
つ
男
の
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
示
し
た
こ
と
、
ま
た
典
拠
で
あ
る
『
剪
燈
新
話
』
で
は
一
途
な
男

女
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
百
物
語
作
品
で
は
男
が
他
の
女
と
関
係
を
持
っ
た
場
合
は
後
妻
打
ち

が
発
生
す
る
の
に
対
し
て
、
『
太
平
百
物
語
』
で
は
後
妻
打
ち
の
形
に
な
ら
な
い
話
が
み
ら
れ
る
の
は
『
伽

婢
子
』
の
一
途
な
男
女
を
書
い
た
幽
霊
話
に
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て
『
伽
婢
子
』
の
一
途

な
愛
情
を
持
つ
幽
霊
の
特
徴
は
、
『
剪
燈
新
話
』
が
淵
源
と
な
り
、
そ
れ
が
『
伽
婢
子
』
に
流
れ
て
さ
ら
に

『
太
平
百
物
語
』
の
幽
霊
話
、
特
に
「
三
十
五 

三
郎
兵
衛
が
先
妻
ゆ
う
れ
い
と
な
り
来
た
り
し
事
」
に
み

ら
れ
る
一
途
な
愛
情
に
繋
が
っ
て
い
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
（
ｂ
）
に
つ
い
て

は
、『
太
平
百
物
語
』
の
足
の
な
い
幽
霊
に
つ
い
て
は
百
物
語
以
外
の
作
品
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

五
、
今
後
の
課
題 

・
足
の
な
い
幽
霊
に
つ
い
て
調
べ
る
と
浄
瑠
璃
作
品
に
み
ら
れ
た
た
め
浄
瑠
璃
と
足
の
な
い
幽
霊
の
関
係
、

ま
た
同
じ
よ
う
な
演
劇
で
あ
る
能
や
歌
舞
伎
も
含
め
て
足
の
有
無
に
関
す
る
幽
霊
に
つ
い
て
調
べ
る
。 

https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/he07/he07_03029/index.html
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・
足
の
あ
る
／
な
い
幽
霊
画
を
髪
や
衣
服
、
背
景
描
写
な
ど
の
点
か
ら
比
較
し
つ
つ
影
響
関
係
を
調
べ
て
い

き
た
い
。 

 

六
、
参
考
文
献 

・
太
刀
川
清
『
百
物
語
怪
談
集
成
』(

株
式
会
社
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年) 

・
太
刀
川
清
『
続
百
物
語
怪
談
集
成
』(

株
式
会
社
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
三
年) 

・
吉
田
幸
一
『
怪
談
百
物
語
』(

吉
田
幸
一
、
一
九
九
九
年) 

・
諏
訪
春
雄
『
日
本
の
幽
霊
』(

岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年) 

・
太
刀
川
清
『
近
世
怪
異
小
説
研
究
』(

笠
間
書
院
、
一
九
七
九
年) 

・
太
刀
川
清
「
『
伽
婢
子
』
の
創
作
意
図
」(

『
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
二
号
、
一
九
七
七
年
一
二
月) 

・
高
岡
弘
幸
『
幽
霊 

近
世
都
市
が
生
み
出
し
た
化
物
』(
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年) 

・
江
本
裕
『
伽
婢
子
１
』(

平
凡
社
、
一
九
八
七
年) 

・
江
本
裕
『
伽
婢
子
２
』(

平
凡
社
、
一
九
八
八
年) 

・
松
田
修 

渡
辺
守
邦 

花
田
富
二
夫
『
伽
婢
子 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
７
５
』(

岩
波
書
店
、
二
〇
〇

一
年) 

・
竹
田
晃 

小
塚
由
博 

仙
石
知
子
『
剪
燈
新
話 

中
国
古
典
小
説
選
８
』(

明
治
書
院
、
二
〇
〇
八
年) 

・
常
沂
『
霊
鬼
志
』(

早
稲
田
大
学
図
書
館
、
二
〇
二
五
年
十
月
二
十
日
閲
覧) 

h
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・
高
田
衛
『
近
世
奇
談
集
成
（
一
）』(

国
書
刊
行
会
、
一
九
九
二
年) 

・
日
本
名
著
全
集
刊
行
會
『
近
松
名
作
集
』(

日
本
名
著
全
集
刊
行
會
、
一
九
二
六
年) 

・
鳥
越
文
蔵 

山
根
為
雄 

長
友
千
代
治 

大
橋
正
叔 

阪
口
弘
之
『
近
松
門
左
衛
門
集
③ 

新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
』(

小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年) 

・
大
橋
新
太
郎
『
校
訂
近
松
時
代
浄
瑠
璃
』(

博
文
館
、
一
八
九
六
年) 

・
近
松
門
左
衛
門
『
持
統
天
皇
歌
軍
法
』(

早
稲
田
大
学
図
書
館
、
二
〇
二
五
年
十
月
二
十
五
日
閲
覧) 
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・
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
『
日
本
随
筆
大
成
』(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年) 

・
大
石
千
引
『
野
乃
舎
随
筆
』(

富
山
市
立
図
書
館
、
二
〇
二
五
年
十
月
十
五
日
閲
覧) 
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・
長
澤
規
矩
也
『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』(

汲
古
書
院
、
一
九
七
四
年) 

・
吉
田
抗
『
史
記
』(

明
治
書
院
、
一
九
七
三
年) 

https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/i04/i04_00139_0035/index.html
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/he07/he07_03029/index.html
https://www.library.toyama.toyama.jp/wo/rare_book/index?rare_book_list_flg=1&page=12&lines=10&value_id=180
https://www.library.toyama.toyama.jp/wo/rare_book/index?rare_book_list_flg=1&page=12&lines=10&value_id=180

